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指導者育成委員会 

 

消費者庁『消費者事故等調査報告書 パーソナルトレーニングにおける事故』公表を受けて 

 

2026 年 5 月に消費者庁が公開した「消費者事故等調査報告書 パーソナルトレーニングにおける事故」

において、NSCA-CPT が資格の一例として紹介されました 1)。同報告書では NSCA の書籍 2）やガイドラ

イン 3）の内容が引用され、『フィットネス分野における経験の長さだけでなく、パーソナルトレーナー

としての基本知識やスキルが必要であること』や『有資格者による指導の欠如が傷害や訴訟の原因にな

り得ること』が示されています。これは、安全なトレーニング実施のためには十分な知識技術を有し、

質の高い指導と監督が必要であるという、パーソナルトレーナーとしての基本の重要性を改めて社会に

発信するものです。 

会員の皆様におかれましては、以下の点にご留意いただき、安全で効果的なパーソナルトレーニング

をご提供いただきたくお願い申し上げます。 

 

「NSCA パーソナルトレーナーのための基礎知識第 3 版」より抜粋 

・トレーニングにおけるオーバートレーニングの要因は、過度な強度と量である（p94） 

・パーソナルトレーナーは自らの専門範囲を認識し、必要に応じて医療専門職へ照会するとともに、特

別なニーズを有するクライアントには医療専門職と連携して対応する必要がある（P160, 426） 

・パーソナルトレーナーは、クライアントと面談し、安全かつ効果的に目標を達成するために、各人の

健康、病状、生活習慣に関する適切な情報を収集し、評価すること（P165） 

・エクササイズが苦痛を伴う場合には、エクササイズを修正または中止する必要がある（p315） 

・初心者には、高度なスキルを必要としない種目から開始し、動作習熟後に負荷を設定することで、傷

害や訴訟リスクの低減、プログラムの継続促進、効果向上につながる（P424, 430） 

 

NSCAジャパンは今後も、会員への情報提供、教育プログラムの充実、安全なトレーニング環境づくり

を通じて、パーソナルトレーニングにおける事故防止と指導品質向上に取り組んでまいります。 

 

以上 

 

1) 消費者庁．パーソナルトレーニングにおける事故．(添付資料 7)関連する制度，p17-19．

https://www.caa.go.jp/policies/council/csic/report/report_024/ 

2) 瀬戸口芳正総監修．NSCAパーソナルトレーナーの基礎知識第 3版，P711． 

3) NSCAジャパン．ストレングス＆コンディショニング専門職の基準とガイドライン，P9． 

https://nsca-japan.or.jp/pdf/about/strength-and-conditioning/ps_guidelines.pdf 

 


